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（　）は雄山神社の末社
「第六大区小五区岩峅寺村芦峅寺村入合県社雄山神社末社境内見取絵図」
（越中立山岩峅寺古文書 . 絵図 29）および昭和 40年代立山町記録に拠る

（　）は雄山神社の末社
「第六大区小五区岩峅寺村芦峅寺村入合県社雄山神社末社境内見取絵図」
（越中立山岩峅寺古文書 . 絵図 29）および昭和 40年代立山町記録に拠る

立山は修験者が諸山諸峰を縦横に駆け巡る行
場でした。黒川や大岩から大日岳を経て山上
に至るルートが想定されています。
江戸時代以降も芦峅寺・岩峅寺の衆徒が大日
岳まわりのルートを行場としていました。
このルートは一般人の登行が認められた禅定
路に対し、入峰路と呼ばれました。

立山入峰路

立山温泉道
立山カルデラの西側に所在した立山温泉は、
天正８年（1580）頃から昭和 44 年まで多
くの文人墨客で賑わっていました。立山登
拝の基地としての機能も有し、ウェストン
やデ・レーケなど著名人も来湯しています。

立山カルデラの西側に所在した立山温泉は、
天正８年（1580）頃から昭和 44 年まで多
くの文人墨客で賑わっていました。立山登
拝の基地としての機能も有し、ウェストン
やデ・レーケなど著名人も来湯しています。
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弥陀ヶ原の道標
（立山町芦峅寺／弥陀ヶ原）
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